西宮市条例制定請求書

１．請求の要旨

　西宮市は１９８３年に兵庫県内でいち早く「平和非核都市」を宣言しました。安全で安心して暮らせる「文教住宅都市」と言われているのは、市と市民が、住みよい安全な街にするための努力を重ねてきたからです。「平和・無防備都市条例」はそれをさらに発展させる積極的な条例です。

　現在、米英軍等によるイラクなどへの攻撃と占領によって、多くの市民や子どもたちが命を落とし、生活を破壊されるという悲惨な現実が起きています。イラクからの軍隊撤退を決めた国は派兵国の約半数に上っているのにもかかわらず、日本政府は、イラク攻撃・占領を支持し、自衛隊を多国籍軍（占領軍）に参加させ続けています。さらに、有事関連７法・国民保護法が、「国民を戦争に協力・参加させる」法律として施行され、日本は「戦争をしない国」から「戦争に参加する国」になりました。

　私たちは、「平和の事は（命の事）は政府に任せるのではなく、市民ひとり一人がつくるものだ」と考えています。市民の安全を守るために軍事力（軍隊）はいりません。沖縄戦をはじめ、多くの場合、軍隊は一般住民を守りませんでした。

　ジュネーヴ諸条約第１追加議定書第５９条を根拠とする「無防備地区」の宣言を地方自治体が行えば、攻撃してはいけない地域として国際的に効力を有します。それは、憲法９条の理念を積極的に地方自治体で実践し、平和のために不断の努力を行うという証であり、市民が２度と戦争の加害者にも被害者にもならないためのものです。

　市制８０年、被爆６０年の今年、憲法と国際人道法に基づいた実効性のある「平和無防備都市条例」の制定を強く望みます。

２．請求代表者

（住所）






（職業）


（氏名）

上記のとおり、地方自治法第74条第1項の規定により、別紙条例案を添えて条例の制定を請求します。

平成17年4月22日

西宮市長　山田　知　様

